
一

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ

有　
　

澤　
　

知　
　

子

Ⅰ
 
は
じ
め
に

Ⅱ
 
ド
イ
ツ
に
お
け
る
割
当
制
の
議
論

　
（
1
）
基
本
法
三
条
二
項
二
文
付
加
の
経
緯

　
（
2
）
女
性
に
対
す
る
積
極
的
措
置

　
（
3
）
割
当
制
（
ク
オ
ー
タ
）
を
め
ぐ
る
判
決
の
動
向

Ⅲ
 
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
女
性
役
員
四
〇
%
ク
オ
ー
タ

Ⅳ
 
ド
イ
ツ
に
お
け
る
女
性
監
査
役
三
〇
％
ク
オ
ー
タ

　
（
1
）
女
性
ク
オ
ー
タ
法
成
立

　
（
2
）
民
間
企
業
お
よ
び
公
的
部
門
の
指
導
的
地
位
に
お
け
る
男
女
平
等
参
加
の
た
め
の
法
律

　
（
3
）
女
性
ク
オ
ー
タ
の
影
響

Ⅴ
 
お
わ
り
に



二

Ⅰ 

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
基
本
法
は
、
三
条
一
項
で
「
す
べ
て
の
人
は
法
律
の
前
に
平
等
で
あ
る
」
と
平
等
原
則
を
規
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
三
条
二
項

で
「
男
性
と
女
性
は
同
権
で
あ
る
」
と
定
め
て
い
る
。
三
条
二
項
は
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
二
七
日
に
改
正
さ
れ
、「
国
家
は
、
女
性
と

男
性
の
同
権
の
事
実
上
の
実
現
を
助
成
し
、
現
に
存
す
る
不
利
益
の
除
去
を
目
指
し
て
努
力
す
る
」
と
い
う
二
文
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の

規
定
に
よ
っ
て
、
国
家
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
優
遇
措
置
の
根
拠
が
明
確
に
さ
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。

さ
ら
に
、
三
条
三
項
に
は
「
何
人
も
、
そ
の
性
別
、
門
地
、
人
種
、
言
語
、
出
身
地
及
び
血
統
、
信
仰
ま
た
は
宗
教
的
も
し
く
は
政
治
的

意
見
の
た
め
に
、
差
別
さ
れ
、
ま
た
は
優
遇
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
何
人
も
障
害
を
理
由
と
し
て
差
別
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る（

（
（

。

基
本
法
三
条
二
項
の
二
文
は
、
合
同
憲
法
委
員
会
で
改
正
提
案
が
採
択
さ
れ
た
が
、
こ
の
審
議
で
、
社
会
民
主
連
合
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
キ

リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
女
性
連
合
が
、
男
女
同
権
化
の
よ
り
強
い
措
置
を
確
保
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
案
で
は
、

「
国
家
は
す
べ
て
の
社
会
領
域
に
お
い
て
、
女
性
の
平
等
化
を
保
障
す
る
。
存
在
す
る
不
平
等
の
調
整
の
た
め
に
、
女
性
を
助
成
す
る
措

置
が
許
さ
れ
る
」
と
さ
れ
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
女
性
連
合
案
は
、「
国
家
の
任
務
は
、
す
べ
て
の
社
会
的
領
域
に
お
い
て
女
性
の
同
権
的
参
加
の
た

め
の
条
件
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
存
在
す
る
不
平
等
の
調
整
の
た
め
に
、
女
性
を
助
成
す
る
措
置
が
許
さ
れ
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
対
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
批
判
し
、
厳
格
な
意
味
で
「
国
家
が
女
性
の
平
等
化
を
保
障
す
る
」

こ
と
な
ど
不
可
能
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
「
個
人
（
男
性
）
の
自
由
」
に
大
き
く
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る（

（
（

。

こ
れ
ら
の
議
論
の
背
後
で
、
現
実
の
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
は
い
わ
ゆ
る
「
割
当
制
（
ク
オ
ー
タ
）」（

（
（

の
憲
法
的
是
非
で
あ
っ
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た
。

Ⅱ 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
割
当
制
の
議
論

（
1
）
基
本
法
三
条
二
項
二
文
付
加
の
経
緯

ド
イ
ツ
基
本
法
三
条
二
項
二
文
が
付
け
加
え
ら
れ
た
経
緯
と
し
て
次
の
三
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
①
Ｅ
Ｕ
法
の
影
響
、
②
各
ラ
ン

ト
で
の
行
政
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
や
公
務
に
お
け
る
男
女
平
等
法
や
女
性
促
進
法
な
ど
の
制

定
、
③
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
夜
業
禁
止
に
関
す
る
違
憲
判
決
の
影
響
、
で
あ
る
。

①
ド
イ
ツ
は
Ｅ
Ｕ（

（
（

加
盟
国
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
男
女
平
等
実
現
の
た
め
の
施
策
が
ド
イ
ツ
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
に

お
け
る
男
女
平
等
実
現
の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
男
女
平
等
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
九
五
七
年
の
ロ
ー
マ
条
約
一
一
九
条（

（
（

は
、「
男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
原
則
」
を
規
定
し
、
加
盟
国
に
同
原
則
を
実
施
す
る
義
務
を
課

し
た
。
一
九
七
五
年
に
は
、「
同
一
賃
金
指
令
」（

（
（

が
採
択
さ
れ
。
ロ
ー
マ
条
約
一
一
九
条
の
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
が
同
一
価
値
労

働
同
一
賃
金
原
則
を
定
め
る
も
の
と
し
た
。
一
九
七
六
年
に
は
「
均
等
待
遇
司
令
」（

（
（

が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
二
条
一
項
は
直
接
差
別
の
み

な
ら
ず
、
間
接
差
別
も
禁
じ
て
お
り
、
二
条
四
項
で
は
現
存
す
る
不
平
等
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
男
女
の
機
会
を
推
進
す
る
規
定
を

認
め
て
い
る
。
ド
イ
ツ
も
民
法
を
改
正
し
て
、
こ
の
規
定
を
組
み
入
れ
た
。
一
九
八
四
年
に
は
「
女
性
の
た
め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
促
進
に
関
す
る
理
事
会
指
令
」
が
で
き
、
一
九
八
八
年
に
は
Ｅ
Ｃ
委
員
会
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
策
定
し
た
。
一
九
八
五
年
の
第
二
次
行
動
計
画
、
一
九
九
〇
年
の
第
三
次
行
動
計
画
に
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進
が



四

規
定
さ
れ
て
い
る
。

②
ド
イ
ツ
に
お
け
る
女
性
の
地
位
向
上
政
策
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
各
ラ
ン
ト
で
、
当
初
は
、
行
政
規
則
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
が
、
そ
の
後
女
性
平
等
法
や
女
性
促
進
法
等
の
法
制
化
が
行
わ
れ
た
。（

（
（

各
ラ
ン
ト
で
は
そ
の
機
関
で
働
く
女
性
向
上
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
た
が
、
六
州
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
採
用
に
関
し

て
同
一
資
格
を
条
件
と
す
る
ク
オ
ー
タ
が
、
五
州
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
昇
進
に
関
し
て
同
一
資
格
を
条
件
と
す
る
ク
オ
ー
タ
が
定
め
ら

れ
た
。

連
邦
政
府
も
一
九
九
六
年
に
「
連
邦
行
政
に
お
け
る
女
性
の
職
業
上
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

一
九
九
〇
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
女
性
問
題
担
当
官
の
任
命
義
務
が
加
え
ら
れ
た
が
、
ク
オ
ー
タ
は
含
ま
ず
、
採
用
の
際
に
女
性
は
適
正

に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
政
権
を
取
っ
た
ラ
ン
ト
で
女
性
公
務
員
の
雇
用
の
た
め
の
法
律
を
作
っ
て
き
た
。
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
一

年
に
か
け
て
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
ブ
レ
ー
メ
ン
等
に
お
い
て
公
務
員
の
た
め
の
男
女
平
等
法

や
差
別
禁
止
法
が
制
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
ヘ
ッ
セ
ン
や
旧
東
ド
イ
ツ
の
ラ
ン
ト
な
ど
で
同
様
の
法
が
制
定
さ
れ
、
一
九
九
八
年
の
チ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
平
等
法
の
制
定
を
も
っ
て
一
六
の
全
て
の
ラ
ン
ト
で
こ
の
よ
う
な
男
女
平
等
法
を
有
す
る
に
至
っ
た（

（
（

。

③
一
九
九
二
年
一
月
二
八
日
の
深
夜
労
働
禁
止
違
憲
判
決
ま
で
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
確
立
し
た
判
例
が
依
拠
し
た
男
女
別
異
の
取
り

扱
い
の
正
当
化
理
由
は
「
男
性
と
女
性
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
関
係
の
性
質
に
基
づ
く
客
観
的
な
生
物
学
的
及
び
機
能
的
相
違
」

（BV
erfGE8, 225{240}

）
で
あ
っ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
女
性
労
働
者
の
深
夜
労
働
禁
止
規
定
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
先
例
に
お
い
て

「
女
性
の
生
物
学
的
特
性
」
を
あ
げ
て
い
た
（BV

erfGE5. 9

［12

］）。
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一
九
九
二
年
の
女
性
労
働
者
の
深
夜
労
働
禁
止
事
件
に
お
い
て
は
、
生
物
学
的
相
違
論
お
よ
び
機
能
的
相
違
論
を
放
棄
し
、「
必
要
不

可
欠
」
性
の
基
準
を
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
性
に
基
づ
く
別
異
の
取
り
扱
い
は
「
そ
れ
が
本
質
的
に
男
性
あ
る
い
は
女
性
に
の
み
起

こ
り
う
る
問
題
の
解
決
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
限
り
」
に
お
い
て
の
み
許
容
さ
れ
る
。
本
判
決
は
、
厳
格
な
審
査
を
行
い
、
労
働

時
間
令
九
条
を
違
憲
と
し
、
判
例
変
更
を
し
た
。
こ
の
判
決
で
は
、
深
夜
労
働
は
、
基
本
的
に
全
て
の
人
間
に
と
っ
て
有
害
で
あ
る
こ

と
、
深
夜
労
働
の
禁
止
は
女
性
の
二
重
の
負
担
論
に
よ
っ
て
正
当
化
で
き
な
い
こ
と
、
女
性
が
夜
道
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
正
当

化
事
由
と
な
ら
な
い
と
し
た
。
ま
た
女
性
職
員
や
管
理
職
に
深
夜
労
働
を
禁
じ
て
お
ら
ず
、
女
性
労
働
者
と
異
な
る
取
り
扱
い
を
し
て
い

る
こ
と
も
三
条
一
項
に
違
反
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
基
本
法
三
条
二
項
は
三
項
の
性
別
を
理
由
と
し
た
差
別
の
禁
止
に
と
ど
ま
ら
ず
、

男
女
同
権
の
将
来
の
実
現
「
生
活
関
係
の
是
正
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
女
性
に
当
て
は
ま
る
事
実
上
の
不
利
益
を
是
正
す
る
た
め
の

優
遇
措
置
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た（

（1
（

。

（
2
）
女
性
に
対
す
る
積
極
的
措
置

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
範
を
と
っ
て
、
ド
イ
ツ
で
も
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
積
極
的
措
置

（Positive M
aßsnahm

en

）
の
概
念
と
具
体
的
な
措
置
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

。
そ
こ
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
「
女
性
の
た
め
の
割
当
制
」
で
あ
る
。
例
え
ば
、
緑
の
党
は
選
挙
候
補
者
名
簿
に
男
女
交
互
に
載
せ
る
方
法
を
と
り
、
一
九
八
七

年
の
選
挙
で
五
六
・
八
％
を
女
性
議
員
と
し
、
一
九
八
八
年
に
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
党
の
役
職
お
よ
び
選
挙
候
補
者
名
簿
の
四
〇
％
を
女
性
に

割
り
当
て
る
決
議
を
し
た
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
も
一
九
九
四
年
の
党
大
会
で
三
分
の
一
を
女
性
に
割
り
当
て
る
決
議
が
出
さ
れ
た
が
、
党
大
会
で
否

決
さ
れ
た
。
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公
職
の
分
野
で
は
、
一
九
八
〇
年
に
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
が
、
女
性
教
員
候
補
者
に
対
す
る
緩
や
か
な
割
当
制
を
含
む
雇
用
促
進
指
針

を
定
め
た
の
を
契
機
と
し
て
、
市
や
ラ
ン
ト
の
公
的
部
門
に
お
け
る
女
性
の
雇
用
促
進
の
た
め
の
要
項
や
指
針
が
採
用
さ
れ
た
。
連
邦
政

府
も
一
九
八
六
年
に
「
連
邦
行
政
に
お
け
る
女
性
の
職
業
上
の
促
進
の
た
め
の
指
針
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
し
か
し
、
要
項
や
指
針
は
、

拘
束
力
が
な
か
っ
た
の
で
、
一
九
八
九
年
以
降
、
主
と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
政
権
を
握
る
ラ
ン
ト
で
公
職
に
お
け
る
女
性
の
雇
用
促
進
の
た
め

の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
一
九
九
〇
年
に

ブ
レ
ー
メ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
、
一
九
九
一
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
と
多
く
の
ラ
ン
ト
が
公
職
に
お
け
る
男
女
平
等
法
を
制
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
ラ
ン

ト
で
公
務
員
採
用
に
際
し
て
実
際
に
適
用
さ
れ
て
い
る
ク
オ
ー
タ
は
同
一
職
務
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
女
性
の
過
少
代
表
が
存
在
す
る
場

合
に
は
、
候
補
者
の
資
格
・
能
力
・
業
績
が
同
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
男
性
に
対
し
て
女
性
を
優
先
し
て
昇
進
さ
せ
、
ま
た
は
採
用
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
ド
イ
ツ
で
争
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
こ
の
公
務
員
の
採
用
や
昇
進
に
お
け
る
割
当
制
で
あ
る
。
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

ド
イ
ツ
に
お
け
る
公
務
部
門
の
積
極
的
措
置
の
基
本
法
上
の
根
拠
は
三
条
二
項
に
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
女
性
労

働
者
に
対
す
る
夜
業
禁
止
規
定
を
違
憲
と
し
た
一
九
九
二
年
の
判
決
で
、
三
条
二
項
は
性
差
別
を
禁
止
す
る
三
条
三
項
の
規
定
を
超
え
る

も
の
で
あ
り
、
男
女
同
権
の
実
現
と
い
う
目
的
の
た
め
に
女
性
を
優
遇
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。

一
九
九
四
年
に
、
ド
イ
ツ
統
一
条
約
三
一
条
に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
「
男
女
同
権
の
た
め
の
立
法
の
さ
ら
な
る
展
開
」
と

「
家
庭
と
職
業
の
調
和
を
促
進
す
る
法
の
整
備
」
を
実
現
す
る
連
邦
法
と
し
て
、
六
月
二
四
日
に
第
二
次
男
女
同
権
法
が
制
定
さ
れ
た
。

連
邦
行
政
機
関
お
よ
び
裁
判
所
の
被
傭
者
を
対
象
と
し
、
基
本
法
三
三
条
二
項
の
「
適
性
、
能
力
お
よ
び
専
門
的
業
績
」
を
優
先
し
つ

つ
、
女
性
の
過
少
な
領
域
で
女
性
比
率
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
保
守
的
な
コ
ー
ル
政
権
は
同
法
に
お
い
て
割
当
制
を
採
用
せ
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ず
、
女
性
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
女
性
促
進
計
画
の
制
度
を
導
入
し
た（

（1
（

。

ま
た
、
一
九
九
四
年
の
一
〇
月
二
七
日
に
成
立
し
た
基
本
法
改
正
に
お
い
て
、
三
条
二
項
に
「
国
家
は
、
男
性
と
女
性
の
事
実
上
の
平

等
の
実
現
を
促
進
し
、
現
に
存
す
る
不
利
益
の
除
去
を
目
指
し
て
努
力
す
る
」
と
い
う
二
文
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
は
事
実
上
の
平
等
の
実
現
に
は
、
結
果
の
平
等
に
対
す
る
配
慮
も
含
ま
れ
る
と
し
、
国
の
積
極
的
平
等
施
策
に
一
定
の
割
当
制
も
含
ま

れ
る
と
し
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
は
、
積
極
的
平
等
施
策
は
具
体
的
に
不
利
益
を
受
け
て
い
る
も
の
に
対
す
る
優
遇
を
意
味
し
、
割
当
制
は

含
ま
れ
な
い
し
、
国
は
結
果
の
平
等
を
配
慮
す
る
義
務
は
な
い
と
す
る（

（1
（

。

公
務
部
門
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
直
接
規
定
し
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
連
邦
平
等
法
で
あ
る
、

同
法
一
条
に
は
、「
現
在
の
不
利
益
を
除
去
す
る
た
め
の
女
性
の
地
位
向
上
を
図
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
提
案
理
由
書
に

よ
れ
ば
「
平
等
」
と
は
基
本
法
三
条
二
項
二
文
が
国
の
責
務
と
し
て
定
め
る
「
実
際
の
同
権
の
実
現
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
法
案
は
連
邦

行
政
に
お
け
る
形
式
的
・
法
的
な
男
女
同
権
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
ま
た
連
邦
官
吏
法
が
改
正
さ
れ
、
公
務
員
の
人
事
選
考

に
つ
い
て
成
績
主
義
の
原
則
を
定
め
る
八
条
一
項
に
「
職
業
生
活
に
お
け
る
実
際
の
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
女
性
官
吏
の
地
位
向
上
の

た
め
の
法
的
組
織
、
特
に
こ
の
場
合
の
審
査
を
伴
う
ク
オ
ー
タ
規
定
は
こ
れ
に
反
し
な
い
」
こ
と
が
付
記
さ
れ
た（

（1
（

。

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
は
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
公
務
員
の
昇
進
・
採
用
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
、
そ
の
憲
法
審
査

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
が
、
合
同
憲
法
委
員
会
は
、
新
し
い
男
女
同
権
規
定
に
よ
っ
て
も
「
い
わ
ゆ
る
固
定
的
な
割
当
制
の
形
式
に
お
け

る
女
性
の
助
成
は
許
さ
れ
な
い
」
こ
と
に
つ
い
て
は
「
意
見
の
一
致
が
存
在
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
が
、
同
一
資
格
優
先
的
割
当
制
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
合
憲
と
す
る
も
の
、
違
憲
と
す
る
も
の
に
意
見
が
分
か
れ
、
一
義
的
な
解
釈
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
連
邦

憲
法
裁
判
所
は
、
高
等
行
政
裁
判
所
自
ら
が
、「
女
性
の
助
成
」
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
差
し
戻



八

し
た
。

割
当
制
を
違
憲
だ
と
考
え
る
学
説
は
、
男
女
同
権
規
定
が
「
機
会
の
平
等
」
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、「
結
果
の
平
等
」
を
保
障
す

る
も
の
で
な
い
こ
と
、
割
当
制
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
当
該
女
性
の
利
益
と
当
該
男
性
の
不
利
益
に
は
関
連
性
が
な
い
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え

男
性
の
権
利
の
直
接
の
侵
害
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
あ
げ
る
。
特
に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
割
当
制
が
「
集
団
と
し
て

の
女
性
」
の
優
遇
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
平
等
を
個
人
の
基
本
権
と
し
て
位
置
付
け
る
憲
法
の
基
本
的
立
場
に
矛
盾
す
る
と
い
う
指
摘
で
あ

る
（
（1
（

。
ケ
ル
ン
大
学
教
授
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ク
リ
ー
レ
に
よ
れ
ば
、
割
当
制
は
「
我
々
の
従
来
の
個
人
的
自
由
を
基
礎
に
し
た
基
本
権
理
解

に
一
致
し
な
い
」（

（1
（

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
言
わ
せ
れ
ば
、
ま
さ
に
ク
リ
ー
レ
の
い
う
「
我
々
の
従
来
の
理
解
」
こ
そ
克
服
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
る
。
我
々
の

従
来
の
理
解
は
、「
集
団
」
と
「
個
人
」
と
い
う
概
念
だ
け
で
基
本
権
の
問
題
を
処
理
す
る
の
で
あ
り
、「
性
」
に
目
を
つ
ぶ
り
「
性
に
中

立
的
」
な
立
場
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
と
し
て
女
性
の
差
別
を
放
置
す
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
法
学
は
「
平
等
原
則
が
性
に
関
し
て
客

観
的
、
中
立
的
、
対
照
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
そ
の
意
義
は
社
会
的
現
実
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」
を
主
張

す
る（

（1
（

こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
個
人
的
な
基
本
権
理
解
に
対
し
て
、
集
団
と
し
て
の
女
性
の
権
利
と
し
て
平
等
権
を
位
置
付
け
る
説
が
唱
え

ら
れ
る
。（

3
）
割
当
制
（
ク
オ
ー
タ
）
を
め
ぐ
る
判
決
の
動
向

連
邦
労
働
裁
判
所
が
、
ラ
ン
ト
法
が
基
本
法
に
違
反
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｃ
均
等
待
遇
指
令
の
二
条
一
項
お
よ
び
四
項
と

の
適
合
性
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
と
し
て
欧
州
司
法
裁
判
所
に
先
行
判
決
を
求
め
た
判
決
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
と
思
う
。
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①
カ
ラ
ン
ケ
判
決（

（1
（

一
九
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
ブ
レ
ー
メ
ン
男
女
均
等
待
遇
法
は
四
条
二
項
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。「
よ
り
高
い
俸
給
グ

ル
ー
プ
の
仕
事
を
付
与
す
る
際
に
、
女
性
が
過
少
で
あ
る
場
合
に
、
男
性
の
応
募
者
と
同
一
の
資
格
を
持
つ
女
性
は
優
先
的
に
考
慮
さ

れ
る
。
そ
の
こ
と
は
他
の
公
職
の
付
与
や
昇
進
の
際
に
も
妥
当
す
る
。
な
お
過
少
と
さ
れ
る
の
は
女
性
比
率
が
五
〇
％
以
下
の
場
合
で

あ
る
。

〈
事
実
〉

一
九
九
〇
年
七
月
に
ブ
レ
ー
メ
ン
市
は
、
公
園
課
の
管
理
職
ポ
ス
ト
を
公
募
し
た
が
、
公
園
課
の
男
性
職
員
カ
ラ
ン
ケ
と
女
性
職
員

グ
リ
ス
マ
ン
が
最
終
選
考
に
残
っ
た
。
両
者
は
連
邦
被
傭
者
賃
金
表
の
同
じ
俸
給
に
あ
っ
た
。
な
お
公
募
さ
れ
た
管
理
職
ポ
ス
ト
に
お

い
て
は
女
性
が
著
し
く
過
少
で
あ
っ
た
。

公
園
課
の
幹
部
管
理
職
は
カ
ラ
ン
ケ
を
推
薦
し
た
が
、
職
員
協
議
会
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
仲
裁
機
関
は
カ
ラ
ン
ケ
に
有
利
な
勧
告

を
し
た
が
、
職
員
協
議
会
は
調
停
局
に
訴
え
、
同
局
は
ラ
ン
ト
法
四
条
二
項
に
基
づ
き
グ
リ
ス
マ
ン
に
優
遇
措
置
を
与
え
る
決
定
を
し

た
。
カ
ラ
ン
ケ
は
公
募
さ
れ
て
い
る
職
に
配
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
訴
え
と
補
助
的
に
慰
謝
料
を
請
求
す
る
訴
え
を
労
働
裁
判
所
に
提

起
し
た
。
ま
た
、
ブ
レ
ー
メ
ン
市
が
性
に
基
づ
く
差
別
を
し
て
お
り
、
法
四
条
二
項
が
割
当
規
定
で
あ
り
、
州
憲
法
や
Ｅ
Ｃ
法
に
も
違

反
す
る
と
主
張
し
た
。

そ
の
訴
え
は
、
区
労
働
裁
判
所
で
却
下
さ
れ
、
ラ
ン
ト
労
働
裁
判
所
で
も
棄
却
さ
れ
た
。
同
裁
判
所
は
、
二
人
が
同
一
資
格
で
あ
る

と
認
め
、
公
園
課
の
管
理
職
の
女
性
比
率
は
過
少
で
あ
る
と
し
て
、
調
停
局
が
ラ
ン
ト
法
の
規
定
に
よ
り
カ
ラ
ン
ケ
の
任
命
を
拒
否
す

る
義
務
が
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、
資
格
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
に
女
性
に
一
定
の
割
当
の
ポ
ス
ト
を
与
え
る
よ
う
な
厳
格
な
固
定
割
当
で



一
〇

は
な
く
、
候
補
者
の
能
力
に
よ
る
割
当
に
よ
る
割
当
制
度
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

カ
ラ
ン
ケ
は
こ
の
判
決
を
不
服
と
し
て
連
邦
労
働
裁
判
所
に
上
告
し
た
。
同
裁
判
所
は
ラ
ン
ト
法
が
基
本
法
お
よ
び
そ
の
他
の
法
規

定
に
違
反
し
て
い
な
い
が
、
Ｅ
Ｃ
均
等
司
令
の
二
条
一
項
お
よ
び
四
項
と
の
適
合
性
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
と
し
て
欧
州
司
法
裁
判
所

に
先
行
判
決
を
求
め
た
。

〈
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
行
判
決
〉

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
七
日
の
先
行
判
決
で
、
Ｅ
Ｃ
均
等
待
遇
指
令
の
二
条
一
項
お
よ
び
四
項（

（1
（

は
、
女
性
が

過
少
で
あ
る
分
野
に
お
け
る
昇
進
を
め
ぐ
り
、
男
性
候
補
者
と
同
一
資
格
で
あ
る
場
合
に
、
女
性
候
補
者
を
自
動
的
に
優
先
し
て
い
る

の
で
ラ
ン
ト
法
の
規
定
と
抵
触
す
る
と
し
た
。
二
条
一
項
は
、
男
女
が
同
一
資
格
で
あ
る
場
合
に
、
女
性
が
過
少
で
あ
る
分
野
に
お
い

て
、
女
性
が
自
動
的
に
優
先
さ
れ
る
と
い
う
規
定
は
性
に
基
づ
く
差
別
に
関
係
す
る
と
し
た
。
ま
た
、
二
条
四
項
は
個
人
の
権
利
を
損

な
う
も
の
で
あ
る
の
で
、
厳
格
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
女
性
に
「
絶
対
的
か
つ
無
条
件
に
」
優
先
権
を
保
障
す
る

規
定
は
均
等
な
機
会
を
超
え
、
二
条
四
項
の
例
外
の
限
界
を
超
え
る
。
二
条
一
項
お
よ
び
四
項
は
、
昇
進
の
際
に
、
自
動
的
に
女
性
に

優
先
権
を
与
え
る
よ
う
な
国
内
規
定
を
排
除
す
る
。

②
マ
ル
シ
ャ
ル
判
決（

（2
（

　

一
九
八
一
年
五
月
一
日
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
公
務
員
法
二
五
条
五
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。「
昇
進

す
る
官
庁
の
分
野
の
キ
ャ
リ
ア
層
の
一
定
の
上
級
職
で
女
性
が
過
少
な
時
、
男
女
の
候
補
者
が
同
一
の
適
性
能
力
及
び
専
門
的
業
績
を



一
一
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持
つ
場
合
に
は
個
々
の
候
補
者
に
特
有
の
理
由
を
考
慮
し
、
そ
れ
が
有
利
に
考
量
さ
れ
な
い
な
ら
、
女
性
が
昇
進
に
つ
い
て
優
先
さ
れ

る
。」

〈
事
実
〉

マ
ル
シ
ャ
ル
は
、
公
立
総
合
学
校
の
教
師
で
あ
り
、
一
九
九
四
年
二
月
八
日
に
昇
進
を
申
請
し
た
が
、
区
政
府
は
公
務
員
法
に
基
づ

き
、
女
性
候
補
者
を
昇
進
さ
せ
る
と
彼
に
告
げ
た
、
彼
は
そ
れ
を
不
服
と
し
て
区
行
政
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
。
同
裁
判
所
は
、

マ
ル
シ
ャ
ル
と
女
性
候
補
者
が
同
一
の
資
格
で
あ
る
こ
と
を
認
定
し
、
訴
訟
の
結
果
は
ラ
ン
ト
法
の
規
定
が
、
均
等
待
遇
指
令
二
条
一

項
お
よ
び
四
項
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
に
よ
る
と
判
断
し
、
先
行
判
決
を
求
め
て
欧
州
司
法
裁
判
所
に
本
件
を
付
託
し
た
。

〈
欧
州
司
法
裁
判
所
の
先
行
判
決
〉

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
当
該
規
定
が
以
下
の
こ
と
を
条
件
と
す
る
な
ら
、
均
等
待
遇
指
令
二
条
一
項
お
よ
び
四
項
に
よ
っ
て
排
除
さ

れ
な
い
と
し
た
。

（
a
）
個
々
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
内
法
規
が
、
女
性
候
補
者
と
同
一
資
格
を
有
す
る
男
性
候
補
者
に
特
有
な
全
て
の
基
準
を

考
慮
に
入
れ
、
そ
の
基
準
の
一
ま
た
は
複
数
が
、
男
性
候
補
者
に
有
利
に
考
量
さ
れ
る
場
合
に
は
、
男
性
候
補
者
に
女
性
候
補
者

に
優
先
す
る
客
観
的
評
価
の
主
体
と
な
る
保
障
を
与
え
る
こ
と
、

（
b
）
そ
の
基
準
が
、
女
性
候
補
者
に
対
し
て
差
別
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
判
決
は
厳
格
な
割
当
制
が
均
等
待
遇
指
令
違
反
と
判
断
さ
れ
た
カ
ラ
ン
ケ
判
決
の
基
準
を
緩
和
し
た
。



一
二

③
バ
デ
ッ
ク
判
決（

（2
（

一
九
九
四
年
一
一
月
二
四
日
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
議
会
の
四
六
名
の
議
員
は
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
裁
判
所
に
対
し
て
「
行
政
機
関
に
お
け

る
男
女
同
権
お
よ
び
女
性
差
別
撤
廃
の
た
め
の
ヘ
ッ
セ
ン
州
法
」
の
三
条
、
五
条
、
七
条
、
九
条
、
一
〇
条
、
一
一
条
の
規
定
が
、
州

憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
法
令
審
査
を
申
し
立
て
た
。

〈
事
実
〉

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
い
ず
れ
も
女
性
が
過
少
で
あ
る
場
合
に
女
性
比
率
を
増
や
す
た
め
に
計
画
を
策
定
し
、
女
性
の
参
加
、
採
用
、

昇
進
に
つ
い
て
そ
の
職
の
女
性
が
半
数
に
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ッ
セ
ン
州
憲
法
裁
判
所
は
、

欧
州
司
法
裁
判
所
に
同
法
の
均
等
待
遇
指
令
二
条
一
項
お
よ
び
四
項
の
解
釈
に
つ
い
て
先
行
判
決
を
求
め
た
。

〈
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
決
〉

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
マ
ル
シ
ャ
ル
判
決
を
さ
ら
に
進
め
て
、
割
当
制
を
幅
広
く
導
入
し
た
ヘ
ッ
セ
ン
州
法
を
均
等
待
遇
指
令
違
反

で
な
い
と
し
た
。
女
性
が
過
少
で
あ
る
部
門
に
お
い
て
、
男
女
の
候
補
者
が
同
等
の
資
格
を
有
す
る
場
合
に
、
女
性
促
進
計
画
の
目
的

に
従
う
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
他
の
よ
り
重
要
な
法
律
問
題
が
生
じ
な
い
時
に
は
、
候
補
者
が
特
有
の
個
人
的
事
情

を
考
慮
し
た
客
観
的
評
価
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
女
性
候
補
者
に
優
先
権
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
均
等
待
遇
指
令
違
反
で

な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。

④
カ
ラ
ン
ケ
判
決
以
降
の
欧
州
の
対
応



一
三

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

カ
ラ
ン
ケ
判
決
以
降
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
所
が
、
割
当
制
が
許
さ
れ
な
い
と
す
る
判
決
を
相
次
い
で
下
し
た
た
め
、
割
当
制
は
一
時

的
に
適
用
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
た
。

Ｅ
Ｃ
委
員
会
は
、
一
九
九
六
年
三
月
二
七
日
に
「
カ
ラ
ン
ケ
判
決
の
解
釈
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
を
出
し
、
カ
ラ
ン
ケ
判
決
を
是

認
し
た
上
で
、
同
判
決
の
影
響
を
限
定
す
る
姿
勢
を
と
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
カ
ラ
ン
ケ
判
決
に
よ
っ
て
均
等
待
遇
指
令
違
反
で
あ
る
と

さ
れ
た
の
は
女
性
を
「
絶
対
的
か
つ
無
条
件
に
」
優
先
す
る
厳
格
な
割
当
で
あ
り
、
女
性
の
た
め
の
暫
定
的
特
別
措
置
一
般
は
こ
の
判

決
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
も
の
で
な
い
。
ま
た
、
Ｅ
Ｃ
委
員
会
は
「
均
等
待
遇
指
令
を
改
正
す
る
指
令
案
に
よ
っ
て
」
女
性
を
「
絶

対
的
か
つ
無
条
件
に
」
優
遇
す
る
規
定
で
な
く
、
個
人
の
特
有
な
状
況
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
女
性
を
優
遇
す
る
施

策
を
均
等
待
遇
指
令
は
認
め
る
と
し
た
。

一
九
九
七
年
に
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
改
正
に
よ
り
ロ
ー
マ
条
約
に
「
職
業
生
活
の
実
行
に
お
け
る
男
女
の
完
全
な
平
等
を

確
保
す
る
た
め
、
過
少
な
性
に
対
す
る
者
の
職
業
活
動
の
追
求
を
容
易
に
す
る
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
不
利
益
を
防
止
し
、
も

し
く
は
保
障
す
る
た
め
に
加
盟
国
が
特
別
の
便
宜
を
提
供
す
る
施
策
を
維
持
し
ま
た
は
採
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
規
定
（
一
四
一
条
四
校
）
を
新
設
し
た
。

Ⅲ 

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
女
性
役
員
四
〇
％
ク
オ
ー
タ

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
、「
男
女
平
等
」
を
Ｅ
Ｕ
の
基
本
的
価
値
お
よ
び
目
標
と
捉
え
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
一
九
五
七
年
の
欧
州
経
済
共
同
体
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
創
設
条
約
で
、
男
女
同
一
賃
金
の
規
程
を
規
定
し
、
以
降
一
九
七
五
年
の
「
男



一
四

女
同
一
賃
金
指
令
」
を
始
め
、
雇
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
母
性
保
護
、
育
児
休
暇
、
社
会
保
障
な
ど
男
女
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
「
男
女

均
等
待
遇
指
令
」
な
ど
多
く
の
指
令
を
整
備
し
た
。
二
〇
〇
九
年
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
（
改
正
基
本
条
約
）
は
、
全
て
の
活
動
領
域
で
男
女

平
等
を
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
、
基
本
条
約
と
同
等
の
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
「
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
」
も
全
て
の
分
野
で
男
女
平
等
を
保

護
す
る
こ
と
と
し
、
性
差
別
を
禁
じ
た
。
一
方
、
二
〇
一
〇
年
春
に
発
表
さ
れ
た
新
経
済
成
長
戦
略
「
欧
州
二
〇
二
〇
」
で
は
、
持
続
的

な
経
済
成
長
の
た
め
に
は
女
性
の
社
会
的
な
活
躍
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
女
性
の
雇
用
率
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
目
標
を
設
定
し
た（

（2
（

。

さ
ら
に
二
〇
一
〇
年
九
月
に
発
表
し
た
五
カ
年
戦
略
「
男
女
平
等
へ
向
け
て
の
戦
略
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
五
」
で
は
、
女
性
の
潜
在
力

を
活
用
し
、
Ｅ
Ｕ
の
全
般
的
な
経
済
・
社
会
目
標
の
達
成
を
目
指
す
た
め
以
下
の
五
つ
の
優
先
事
項
を
掲
げ
た
。

⑴ 

男
女
双
方
の
経
済
的
自
立
と
女
性
の
労
働
市
場
へ
の
進
出

⑵ 

同
一
労
働
同
一
賃
金

⑶ 

企
業
幹
部
へ
の
女
性
の
登
用

⑷ 

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
排
除

⑸ 

対
外
関
係
や
国
際
関
係
を
通
じ
た
男
女
平
等
の
推
進

具
体
的
に
は
「
欧
州
2
0
2
0
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
女
性
雇
用
率
七
五
％
と
い
う
目
標
に
向
け
雇
用
を
増
や
す
こ
と
、
企
業
の
女
性

役
員
の
登
用
を
促
す
仕
組
み
を
打
ち
出
す
こ
と
、
男
性
に
比
べ
賃
金
が
一
八
％
少
な
い
と
い
う
賃
金
格
差
の
問
題
意
識
を
高
め
る
こ
と
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
欧
州
委
員
会
の
「
男
女
平
等
推
進
に
関
す
る
年
次
報
告
書
」
で
は
、
積
極
的
な
施
策
に
よ
り
、
賃
金

の
透
明
性
や
企
業
の
女
性
役
員
数
増
加
が
確
保
さ
れ
、
賃
金
格
差
の
明
確
な
改
善
が
見
ら
れ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
改
善
に
は
Ｅ
Ｕ



一
五

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

の
資
金
援
助
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
〜

二
〇
一
三
年
を
融
資
期
間
と
す
る
概
算
三
二
億
ユ
ー
ロ
の

基
金
が
、
託
児
施
設
や
労
働
市
場
の
女
性
の
参
画
推
進
の

取
り
組
み
に
充
て
ら
れ
、
二
〇
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
女

性
の
雇
用
率
は
、
二
〇
〇
二
年
の
五
八
％
か
ら
二
〇
一
三

年
に
は
六
三
％
に
上
昇
し
た
。
こ
の
ほ
か
女
性
の
賃
金
格

差
解
消
へ
の
意
識
向
上
を
目
的
と
し
た
「
男
女
同
一
賃
金

の
日
（European Equal Pay D

ay
）」
を
策
定
し
、
男
女
平

等
の
た
め
の
法
的
整
備
を
監
視
し
、
二
〇
一
四
年
三
月
に

は
加
盟
国
に
対
し
賃
金
の
透
明
性
確
保
に
よ
る
賃
金
格
差

の
解
消
を
推
奨
し
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
、
意
思
決
定
の
場
や
幹
部
ポ
ス
ト
へ
の
女
性
の

登
用
を
促
進
す
る
た
め
会
社
役
員
の
女
性
比
率
を

二
〇
一
五
年
ま
で
に
三
〇
％
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
四
〇
％

に
引
き
上
げ
る
た
め
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
企
業
に
求

め
て
き
た
。
大
手
上
場
企
業
の
女
性
取
締
役
比
率
や
改
善

状
況
を
調
べ
た
二
〇
一
四
年
六
月
の
報
告
（
調
査
対
象
は

表1　大手上場企業における女性取締役の比率

国名 取締役の女性比率 国名 取締役の女性比率
フィンランド 29.8％ イタリア 15.0％
フランス 29.7％ スペイン 14.8％
ラトビア 28.6％ オーストリア 12.6％
スウェーデン 26.5％ ポーランド 12.3％
オランダ 25.1％ チェコ 11.3％
スロヴァキア 24.0％ ハンガリー 11.3％
デンマーク 22.9％ ルクセンブルグ 11.3％
スロヴェニア 21.6％ アイルランド 11.1％
ドイツ 21.5％ ポルトガル 8.8％
英国 21.0％ ギリシャ 8.4％
ベルギー 16.7％ ルーマニア 7.8％
ブルガリア 16.7％ キプロス 7.3％
リトアニア 16.1％ エストニア 7.3％
クロアチア 15.3％ マルタ 2.1％

　2013 年 10 月調べ（European Commission improving the gender balance in company boardrooms）



一
六

六
一
〇
社
）
に
よ
る
と
、
取
締
役
の
女
性
比
率
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
二
八
カ
国
の
平
均
が
一
七
・
八
％
、
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
至
っ
て

は
女
性
比
率
は
わ
ず
か
二
・
八
％
、
国
別
の
女
性
取
締
役
比
率
は
表
1
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

男
女
平
等
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、
Ｅ
Ｕ
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
、
加
盟
国
に
対
し
政
治
経
済
に
お
け
る
女
性

登
用
の
促
進
を
働
き
か
け
て
き
た
。
し
か
し
、
二
〇
一
四
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
欧
州
委
員
会
の
「
男
女
平
等
に
関
す
る
年
次
報
告
書
」

に
よ
れ
ば
、
現
在
の
ま
ま
で
は
、
Ｅ
Ｕ
が
目
標
と
す
る
女
性
雇
用
率
七
五
％
の
達
成
に
約
三
〇
年
、
男
女
同
一
賃
金
の
実
現
に
約
七
〇

年
、
加
盟
国
の
国
会
議
員
の
女
性
比
率
が
四
〇
％
に
な
る
に
は
約
二
〇
年
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
迅
速
に
、

よ
り
効
果
的
に
男
女
平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、「
上
場
企
業
の
役
員
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ

ン
ス（

（2
（

改
善
の
た
め
の
指
令
（
女
性
役
員
ク
オ
ー
タ
指
令
）」
で
あ
る（

（2
（

。

二
〇
一
二
年
一
一
月
Ｅ
Ｕ
の
行
政
執
行
機
関
と
し
て
政
策
立
案
を
担
う
欧
州
委
員
会（

（2
（

は
、
欧
州
の
大
手
上
場
企
業
の
非
業
務
執
行
取
締

役
に
お
け
る
性
別
の
比
率
が
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
（
公
営
の
上
場
企
業
に
つ
い
て
は
二
〇
一
八
年
ま
で
）、
男
女
ど
ち
ら
も
最
低
四
〇
％
に
な

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
女
性
役
員
ク
オ
ー
タ
指
令
案（

（2
（

を
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
と
欧
州
議
会
に
提
出
し
た
。
非
業
務
執
行
役
と
は
、
二
層
型
取
締

役
会
に
お
い
て
、
監
督
の
役
割
を
担
う
取
締
役
の
こ
と
で
あ
り
、
社
会
役
員
を
含
ん
で
い
る
。
非
業
務
執
行
取
締
役
を
対
象
と
し
た
の

は
、
企
業
の
管
理
職
員
の
任
免
や
人
事
政
策
策
定
な
ど
に
関
与
す
る
た
め
、
企
業
の
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
指
令
の
目
的
は
、
明
確
で
男
女
の
区
別
の
な
い
基
準
に
照
ら
し
、
客
観
的
か
つ
透
明
性
の
あ
る
先
行
手
続
き
を
行
い
四
〇
％
の
目

標
を
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
資
質
や
能
力
が
先
行
の
鍵
と
な
る
が
、
最
終
的
に
男
女
二
人
の
候
補
者
に
絞
ら
れ
た
場
合
に
は
、
比
率

の
少
な
い
方
の
性
が
優
先
さ
れ
る
。



一
七

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

指
令
案
で
は
、
各
加
盟
国
と
欧
州
委
員
会
は
報
告
書
を
作
成
し
、
指
令
の
適
用
状
況
を
監
視
す
る
。
上
場
企
業
は
取
締
役
の
男
女
構
成

と
目
標
達
成
の
た
め
に
採
っ
た
方
策
に
つ
い
て
毎
年
報
告
書
を
作
成
し
、
目
標
未
達
成
企
業
に
は
制
裁
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

具
体
的
な
内
容
は
加
盟
国
の
裁
量
事
項
と
し
、
各
国
の
国
内
法
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
企
業
が
手
続
き
義
務
を
適
正
に
運
用
し
て

い
る
場
合
は
、
四
〇
％
の
目
標
達
成
に
失
敗
し
た
場
合
で
も
制
裁
は
除
外
さ
れ
る
。
指
令
案
は
二
〇
二
八
年
に
失
効
と
な
る
時
限
立
法
に

な
っ
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
中
に
は
、
す
で
に
女
性
役
員
ク
オ
ー
タ
制
指
令
と

同
趣
旨
の
国
内
法
を
導
入
し
て
い
る
国
も
あ
る
が
、
加
盟
国
が
独
自
の
よ
り
良
い
法
制
度
や
方
策
を
持
っ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
ら
を
優

先
し
、
既
存
の
方
法
で
企
業
の
取
締
役
会
の
女
性
比
率
を
四
〇
％
ま
で
引
き
上
げ
る
と
い
う
目
標
を
達
成
す
れ
ば
良
い
。
業
務
執
行
役
員

に
つ
い
て
は
、
企
業
が
独
自
に
よ
り
良
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
に
定
量
的
目
的
を
設
定
し
、
取
り
組
む
こ
と
を
各
加
盟
国
が
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
同
じ
期
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
業
務
執
行
・
非
業
務
執
行
の
取
締
役
の
区
別
な
く
、
包
括
的
に
三
三
％
を
目
標

と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

指
令
案
は
欧
州
議
会
で
可
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
欧
州
議
会
に
つ
い
て
は
一
九
七
九
年
に
行
わ
れ
た
最
初
の
直
接
選
挙
で
は
、

加
盟
国
九
カ
国
で
四
一
〇
議
席
が
争
わ
れ
、
女
性
の
比
率
は
一
五
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
選
挙
を
経
る
た
び
に
平

均
三
％
の
上
昇
を
続
け
、
二
〇
〇
九
年
に
実
施
さ
れ
た
選
挙
で
は
当
選
人
の
三
五
％
が
女
性
に
な
っ
た
。（
二
〇
一
四
年
五
月
に
実
施
さ
れ
た

欧
州
議
会
の
選
挙
で
は
女
性
比
率
が
三
七
％
に
な
っ
た
。
表
2
）



一
八

そ
し
て
二
〇
一
三
年
一
一
月
、
欧
州
議
会
は
圧
倒
的
多
数
で
（
賛
成
四
五
九
、
反
対

一
四
八
、
棄
権
八
一
）
で
欧
州
委
員
会
の
提
案
を
部
分
的
な
修
正
の
み
で
可
決
し
た
。

ビ
ビ
ア
ン
・
レ
デ
ィ
ン
グ
（
副
委
員
長
、
司
法
・
基
本
権
・「
市
民
権
担
当
」（
当
時
））
は

提
案
の
可
決
を
受
け
、「
採
決
結
果
は
欧
州
の
男
女
平
等
に
お
け
る
歴
史
的
な
瞬
間

だ
」
と
そ
の
意
義
を
強
調
し
た
。
今
回
の
女
性
役
員
ク
オ
ー
タ
は
、
中
小
企
業
は
対

象
外
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
内
の
七
五
〇
〇
の
上
場
企
業
の
う
ち
、
約
五
〇
〇
〇
社
に
影

響
が
及
ぶ
と
み
ら
れ
て
い
る
。

女
性
役
員
ク
オ
ー
タ
指
令
の
審
議
は
Ｅ
Ｕ
理
事
会（

（2
（

に
移
り
、
最
終
的
な
議
論
が
進

め
ら
れ
た
。
理
事
会
も
全
般
的
に
企
業
取
締
役
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
確
保
に
賛

成
し
て
い
る
が
、
目
的
達
成
の
た
め
に
は
、
ど
の
方
策
が
最
適
で
あ
る
か
に
つ
い
て

は
認
識
に
差
が
あ
る
。
女
性
役
員
ク
オ
ー
タ
制
指
令
発
動
に
よ
り
、
欧
州
の
か
つ
て

な
い
改
革
が
も
た
ら
さ
れ
、
男
女
平
等
と
持
続
可
能
な
経
済
成
長
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
、
Ｅ
Ｕ
理
事
会
か
ら
修

正
案
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
性
別
ク
オ
ー
タ
制
の
対
象
を
「
業
務
執
行
役

員
」
に
ま
で
拡
大
し
、
数
値
目
標
は
「
非
業
務
執
行
役
員
の
四
〇
％
、
ま
た
は
役
員

表2　欧州議会における女性議員比率

選挙実施年 加盟国数 女性議員比率
1979 年 9 カ国 15％
1984 年 10 カ国 18％
1989 年 12 カ国 19％
1994 年 12 カ国 26％
1999 年 15 カ国 30％
2004 年 25 カ国 31％
2009 年 27 カ国 35％
2014 年 28 カ国 37％

　（European Parliament/result of the 2014 European Election）



一
九

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

全
体
の
三
三
％
」
と
さ
れ
、
事
実
上
ハ
ー
ド
ル
が
下
げ
ら
れ
た
。
指
令
案
の
タ
イ
ト
ル
も
「
上
場
会
社
の
役
員
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

バ
ラ
ン
ス
と
関
連
措
置
の
促
進
に
関
す
る
指
令
案
」
に
改
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
二
〇
一
七
年
の
再
修
正
案
三
に
踏
襲
さ
れ
た
。
な
お

二
〇
一
八
年
九
月
現
在
、
こ
の
再
修
正
案
が
最
新
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
、
指
令
自
体
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
。
再
修
正
案
の
構
成

は
、
対
象
企
業
の
準
拠
法
は
本
店
所
在
国
の
法
律
と
し
（
二
条
）、
中
小
企
業
の
適
用
除
外
（
三
条
）
を
定
め
、
ク
オ
ー
タ
制
に
つ
い
て
は

四
条
で
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
の
目
標
と
し
て
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
、
非
業
務
執
行
役
員
の

少
な
い
方
の
性
別
の
構
成
員
が
少
な
く
と
も
四
〇
％
を
占
め
る
こ
と
ま
た
は
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
に
、
業
務
執
行
役
員
を

合
わ
せ
た
役
員
全
体
で
少
な
い
方
の
性
別
の
構
成
員
が
少
な
く
と
も
三
三
％
を
占
め
る
こ
と
と
し
た
上
で
（
同
条
一
項
）、
全
社
に
お
い
て

い
ず
れ
か
の
性
別
の
構
成
員
が
五
〇
％
を
超
え
な
い
こ
と
（
同
条
二
項
）、
す
で
に
国
内
的
措
置
を
実
施
し
て
い
る
加
盟
国
は
、
た
と
え
そ

の
国
内
措
置
の
数
値
目
標
が
本
司
令
の
数
値
よ
り
低
く
て
も
二
〇
二
四
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
は
適
用
除
外
と
な
る
と
し
た
。

Ⅳ 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
女
性
監
査
役
三
〇
％
ク
オ
ー
タ

（
1
）
女
性
ク
オ
ー
タ
法
成
立

連
邦
参
議
院
は
二
〇
一
五
年
三
月
二
七
日
、
女
性
ク
オ
ー
タ
法
を
承
認
し
た
。
同
法
の
成
立
に
伴
い
、
大
手
一
〇
八
社
は
、
二
〇
一
六

年
一
月
か
ら
監
査
役
会
の
女
性
比
率
を
三
〇
％
以
上
と
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
大
手
企
業
三
五
〇
〇
社
に
は
、
役
員
や

管
理
職
の
女
性
比
率
を
高
め
る
た
め
の
自
主
目
標
の
設
定
、
具
体
的
措
置
、
進
捗
状
況
に
関
す
る
報
告
義
務
が
課
さ
れ
る
。
女
性
ク
オ
ー

タ
法
は
、
同
時
に
公
的
部
門
に
も
適
用
さ
れ
る
。



二
〇

成
立
し
た
「
女
性
ク
オ
ー
タ
法
（Gesetz zur Frauenquote

）」
の
正
式
名
称
は
「
民
間
企
業
お
よ
び
公
的
部
門
の
指
導
的
地
位
に
お

け
る
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
法
律
（Gesetz für die gleichberechtigte T

eilhabe von Frauen und M
ännern an Fuhrungsposisionen 

in der Privatw
irtschaft und im

 öfentlechen D
ienst

）」
で
職
場
の
意
思
決
定
に
関
与
す
る
上
層
部
の
男
女
平
等
参
画
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
一
般
労
働
者
に
も
そ
の
効
果
を
波
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
の
件
で
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
監
査
役
会
（A

ufsichtrat

）」
は
、
取
締
役
の
任
免
、
投
資
計
画
、
人
員
計
画
、
賃
金

の
決
定
等
に
つ
い
て
強
い
権
限
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
業
員
が
企
業
経
営
の
意
思
決
定
に
参
画
で
き
る
「
共
同
決
定
」
と
い
う
ド

イ
ツ
特
有
の
制
度
に
由
来
す
る
も
の
で
、
例
え
ば
従
業
員
二
〇
〇
〇
人
超
の
上
場
企
業
で
は
、
共
同
決
定
法
（M

itbestG

）
に
基
づ
き
、

「
監
査
役
会
」
が
設
置
さ
れ
る
。
監
査
役
会
は
「
株
主
代
表
」
と
「
労
働
者
代
表
」
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
割
合
が
一
対
一
の
場
合
、
こ
れ

を
「
完
全
な
共
同
決
定
」
と
い
う（

（2
（

。
今
回
、
女
性
ク
オ
ー
タ
制
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
完
全
な
共
同
決
定
義
務
の
あ
る
上
場
大
手
一
〇
八

社
で
、
二
〇
一
六
年
以
降
、
新
た
に
監
査
役
の
委
員
を
選
出
す
る
場
合
、
女
性
比
率
（
男
性
比
率
も
）
最
低
で
も
三
〇
％
以
上
に
す
る
義

務
が
課
さ
れ
る
。
な
お
、
最
終
的
に
成
立
し
た
法
律
で
は
、
株
主
代
表
と
労
働
者
代
表
の
総
数
に
対
し
、
三
〇
％
以
上
の
比
率
で
あ
れ
ば

良
い
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
委
員
選
出
前
に
、
ど
ち
ら
か
が
異
議
を
申
し
立
て
た
場
合
は
、
別
個
に
三
〇
％
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
な
お

女
性
が
十
分
に
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
空
席
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
空
席
制
裁　

Sanktion leerer Stuhl

）。

対
象
企
業
の
う
ち
、
ヘ
ン
ケ
ル
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
再
保
険
、
メ
ル
ク
は
す
で
に
、
監
査
役
の
女
性
比
率
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
四
三
・
八
％
、

四
〇
・
〇
％
、
三
七
・
五
％
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
女
性
の
監
査
役
が
一
人
も
い
な
い
と
い
う
企
業
も
あ
り
、
後
者
は
今
回
の
法



二
一

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

案
成
立
で
大
き
な
影
響
を
受
け
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

上
場
大
手
一
〇
八
社
以
外
に
も
、「
上
場
企
業
か
、
従
業
員
五
〇
〇
人
超
の
共
同
決
定
義
務
の
あ
る
約
三
五
〇
〇
社
」
を
対
象
に
、
監

査
役
会
、
取
締
役
会
、
管
理
職
（
上
級
・
中
級
の
二
層
）
に
お
け
る
女
性
比
率
を
高
め
る
た
め
の
目
標
値
や
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を

二
〇
一
五
年
九
月
末
ま
で
に
設
定
す
る
よ
う
同
法
で
は
求
め
て
い
る
。
目
標
値
の
加
減
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
現
状
で
女
性
比
率
が

三
〇
％
未
満
の
場
合
、
現
状
を
上
回
る
目
標
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
の
目
標
達
成
期
限
は
二
〇
一
七
年
六
月
末
で
、
次
の

目
標
設
定
と
達
成
期
間
は
五
年
以
内
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
自
主
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
企
業
へ
の
法
的
制
裁
は
特
に
設
け
ら

れ
て
い
な
い
。

同
法
は
、
公
務
部
門
や
公
的
関
係
機
関
の
女
性
ク
オ
ー
タ
制
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
で
は
従
来
、
公
務
部
門
に
お
け
る
男
女
平
等
を
推
進
す
る
た
め
に
二
つ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
て
き
た
。「
連
邦
平
等
法

（Bundesgleichstellungsgesetz

）」
は
、
連
邦
の
各
機
関
に
対
し
て
、
男
女
平
等
改
革
の
策
定
を
義
務
付
け
て
お
り
、
女
性
比
率
が

五
〇
％
未
満
の
部
門
に
お
け
る
採
用
や
昇
進
の
際
に
、
同
一
の
適
正
、
能
力
、
専
門
的
業
績
が
あ
る
場
合
に
は
、
女
性
を
優
先
的
に
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
連
邦
委
員
会
構
成
法
（Bundesgrem

ienbesetzungsgesetz

）」
は
、
連
邦
の
活
動
に
影
響
を
持
つ
委

員
選
出
の
際
に
は
、
可
能
な
限
り
男
性
と
女
性
の
数
が
均
等
に
な
る
よ
う
定
め
て
い
る
。
女
性
ク
オ
ー
タ
法
は
、
上
述
の
二
つ
の
法
律
を

改
正
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
男
女
平
等
の
推
進
を
図
る
。
具
体
的
に
は
、
連
邦
平
等
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
行
政
機
関
、
裁
判
所
、

連
邦
直
属
の
公
的
機
関
（
連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
な
ど
）、
公
的
企
業
（
社
会
保
険
組
織
や
連
邦
銀
行
な
ど
）
に
対
し
て
、
従
来
の
男
女
平



二
二

等
計
画
の
中
で
、
女
性
管
理
職
の
割
合
に
関
す
る
具
体
的
な
目
標
値
を
階
層
ご
と
に
定
め
。
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
を

と
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
連
邦
委
員
会
構
成
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
連
邦
が
三
人
以
上
の
委
員
を
指
名
す
る
監
査
役
会

（
ド
イ
ツ
鉄
道
株
式
会
社
な
ど
）
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
以
降
連
邦
が
指
名
す
る
委
員
が
男
女
と
も
に
三
〇
％
以
上
と
な
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
八
年
以
降
は
、
こ
の
比
率
が
五
〇
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
（
奇
数
の
場
合
の
一
人
の
差
は
許

容
）。今

回
、
企
業
に
お
け
る
女
性
ク
オ
ー
タ
制
を
法
律
で
義
務
化
し
た
背
景
に
は
、
二
〇
〇
一
年
に
政
府
と
使
用
者
団
体
が
締
結
し
た
政
使

協
定（

（2
（

が
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
協
定
で
は
、
指
導
的
立
場
の
女
性
比
率
を
引
き
上
げ
、
男
女
の
機
会
均
等
、
従
業
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
支
援
な
ど
に
企
業
が
自
主
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
一
〇
年
以
上
、
指
導
的
立
場
の
女
性
比
率
は

ほ
と
ん
ど
上
昇
せ
ず
、「
企
業
の
自
主
性
に
任
せ
て
も
解
決
し
な
い
と
い
う
政
策
当
局
の
判
断
が
あ
っ
た
」
と
、
ド
イ
ツ
経
済
研
究
所
の

エ
ル
ク
・
ホ
ル
ス
ト
博
士
は
見
て
い
る
。
同
博
士
は
。「
今
回
の
法
的
ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
に
よ
っ
て
労
働
者
の
働
き
方
や
企
業
文
化
の

変
革
、
経
済
全
体
の
活
性
化
、
社
会
保
障
制
度
の
維
持
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
る
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
経
済
研
究
所
管
理
職
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
時
点
の
上
位
二
〇
〇
社
の
取
締
役
、
監
査
役
界
に
お
け
る

女
性
割
合
は
。
そ
れ
ぞ
れ
一
五
・
四
％
、
一
八
・
四
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

女
性
ク
オ
ー
タ
法
は
、
司
法
・
消
費
者
保
護
省
と
家
族
・
高
齢
者
・
女
性
・
青
少
年
省
に
よ
り
共
同
で
提
出
さ
れ
た
。
ハ
イ
コ
・
マ
ー

ス
司
法
・
消
費
者
保
護
相
は
「
女
性
ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
は
、
女
性
の
参
政
権
導
入
以
来
の
、
平
等
へ
の
最
大
の
貢
献
と
な
る
で
あ
ろ



二
三

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

う
。
十
分
な
資
格
を
有
し
た
女
性
が
い
な
い
と
い
う
口
実
は
受
け
付
け
な
い
。
今
日
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
や
訓
練
を
受
け
た
女
性

が
大
勢
お
り
、
ど
の
監
査
役
会
で
も
空
席
と
い
う
事
態
は
起
き
な
い
と
確
信
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
上
で
、「
ク
オ
ー
タ
制
は
、
構
造
的

に
様
々
な
レ
ベ
ル
の
女
性
の
参
加
を
促
し
、
平
等
な
権
利
へ
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
た
。
マ
ヌ
エ
ラ
・
シ
ュ

ヴ
ェ
ー
ズ
ィ
ヒ
家
族
・
高
齢
者
・
女
性
・
青
少
年
相
は
「
同
法
は
、
文
化
を
変
え
る
た
め
の
始
ま
り
で
あ
る
。
単
な
る
ク
オ
ー
タ
以
上
の

意
味
を
持
ち
、
多
く
の
指
導
的
立
場
の
女
性
が
増
え
る
こ
と
は
、
依
然
と
し
て
大
き
い
男
女
の
賃
金
格
差
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。
そ
の

意
味
で
賃
金
の
平
等
に
と
っ
て
も
歴
史
的
な
一
歩
を
言
え
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
、
同
法
の
成
立
を
歓
迎
し
た
。

一
方
で
、
経
済
界
の
反
対
は
根
強
い
。
ド
イ
ツ
使
用
者
連
盟
は
「
強
制
的
に
女
性
比
率
を
定
め
て
も
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は
繋
が
ら

な
い
」
と
反
発
し
て
い
る
。

ド
イ
チ
ェ
・
ヴ
ェ
レ
（
国
際
公
共
放
送
）
の
ウ
テ
・
ヴ
ァ
ル
タ
ー
記
者
は
、
論
説
記
事
で
、「
女
性
ク
オ
ー
タ
法
は
、
企
業
や
社
会
の
文

化
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
監
査
役
会
は
取
締
役
会
よ
り
意
思
決
定
力
を
持
た
ず
、
比
率
に
満
た
な
い
場
合
は
空
席
の
ま
ま
に
な
る

た
め
、
効
果
の
程
度
は
疑
問
だ
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
昇
進
ル
ー
ル
の
さ
ら
な
る
透
明
化
、
柔
軟
な
労
働
時
間
の
実
施
、
育
児

や
介
護
支
援
の
強
化
、
意
思
決
定
の
中
枢
で
あ
る
企
業
の
取
締
役
会
に
お
け
る
女
性
の
進
出
が
重
要
だ
」
と
し
て
い
る（

（3
（

。

（
2
）
民
間
企
業
お
よ
び
公
的
部
門
の
指
導
的
地
位
に
お
け
る
男
女
平
等
参
加
の
た
め
の
法
律（

（3
（

職
業
生
活
お
よ
び
労
働
生
活
に
お
け
る
性
の
男
女
同
権
は
、
様
々
な
努
力
お
よ
び
疑
い
え
な
い
部
分
的
成
功
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま

だ
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
報
酬
の
領
域（

（3
（

に
お
け
る
存
在
す
る
区
別
の
他
に
も
、
こ
の
こ
と
は
ド
イ
ツ
の
大
企
業
の
指
導
機
関
お
よ
び
監

督
機
関
が
い
ま
だ
に
な
お
完
全
に
男
性
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
。
私
経
済
に
お
い
て
明
白
に
わ
ず
か
な
女
性
が
そ



二
四

の
男
性
の
同
僚
に
比
べ
て
昇
進
の
機
会
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
は
、
二
〇
一
五
年
三
月
六
日
に
民
間
企
業
お
よ
び
公
的
部
門
の
指
導
的
地
位
に
お

け
る
男
女
平
等
参
加
の
た
め
の
法
律
（“GgT

FM

”）
を
大
多
数
で
可
決
し
た（

（3
（

。
同
法
律
の
私
法
的
な
核
心
要
素
は
（
1
）
株
式
会
社
で
完

全
な
共
同
決
定
義
務
を
持
つ
会
社
の
監
査
役
会
の
少
な
く
と
も
三
〇
％
の
厳
格
な
性
的
ク
オ
ー
タ
の
規
準
並
び
に
（
2
）
株
式
の
ま
た
は

少
な
く
と
も
第
三
者
的
共
同
決
定
の
会
社
に
向
け
ら
れ
た
義
務
、
個
々
の
企
業
の
目
的
の
大
き
さ
お
よ
び
間
に
合
う
期
限
を
、
指
導
的
機

関
お
よ
び
監
督
機
関
に
お
い
て
並
び
に
指
導
的
機
関
の
下
に
双
方
の
上
級
経
営
レ
ベ
ル
へ
の
女
性
の
参
加
に
関
し
て
定
め
る
こ
と
。
本
質

的
な
部
分
に
お
い
て
、
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
に
効
力
を
持
つ
法
律
に
つ
い
て
、CD

U
/CSU

とSPD

と
の
間
で
、
一
八
会
期
の
間
連

立
協
定
に
お
い
て
一
致
し
た
立
法
的
措
置
が
女
性
の
指
導
的
な
力
の
参
加
を
高
く
す
る
た
め
に
ほ
と
ん
ど
の
文
字
が
あ
え
て
変
え
ら
れ

た
（
（3
（

。GgT
FM

F

の
二
三
条
三
項
の
連
邦
行
政
府
の
実
施
義
務
は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
措
置
の
「
有
効
性
」
を
「
そ
の
施
行
を
評
価
す

る
の
ち
三
年
」
と
し
た
り
、
同
時
に
暗
黙
の
「
脅
し
」
を
結
び
つ
け
た
り
、
将
来
に
お
い
て
は
、
な
お
立
法
者
の
介
入
を
行
う
こ
と
、
私

経
済
の
指
導
的
な
地
位
に
女
性
の
参
加
を
「
中
期
間
」
に
「
重
大
」
に
高
め
る
べ
き
で
な
い
と
し
た（

（3
（

。

最
初
に
私
経
済
の
指
導
的
立
場
に
お
け
る
女
性
の
過
少
の
実
際
の
調
査
結
果
お
よ
び
そ
の
理
由
お
よ
び
経
済
的
な
ら
び
に
法
政
治
的
に

含
ま
れ
て
い
る
も
の
に
取
り
組
む
。
過
去
に
お
い
て
な
ん
ど
も
企
て
ら
れ
た
試
み
に
お
け
る
政
治
と
経
済
に
つ
い
て
外
観
し
、
政
治
的
な

取
り
決
め
お
よ
び
自
発
的
な
責
務
な
ら
び
に
自
己
調
整
の
措
置
に
よ
っ
て
私
経
済
の
指
導
的
な
地
位
に
女
性
の
調
和
の
と
れ
た
参
加
を
確

実
に
す
る
た
め
に
従
う
。
こ
れ
に
関
す
る
実
施
はGgT

FM
F

の
本
質
的
な
規
定
を
私
経
済
の
外
観
的
な
ま
と
め
に
注
ぎ
、
そ
の
上
憲
法

的
な
評
価
を
引
き
受
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
意
見
が
一
致
し
た
際
立
っ
た
法
的
比
較
の
見
地
が
調
査
さ
れ
る
。

指
導
的
な
立
場
に
お
け
る
女
性
の
過
少
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
見
て
み
る
。
ド
イ
ツ
経
済
研
究
所
（“D

IW

”）
と
イ
ニ
チ
ア
チ
ブ
（
市



二
五

ド
イ
ツ
の
私
企
業
に
お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

民
運
動
団
体
）「
監
査
役
会
に
お
け
る
女
性
」（“FidA

R

”）
の
私
経
済
業
績
機
関
お
よ
び
監
督
機
関
に
お
け
る
女
性
の
代
表
の
問
題
に
つ
い

て
の
最
も
初
期
の
研
究
は
冷
静
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
─

そ
れ
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
の
最
も
大
き
な
ド
イ
ツ
の
企
業
（“T

O
P-200-

U
nternehm

en

”）
の
役
員
会
な
い
し
は
幹
部
に
お
け
る
女
性
比
率
は
、
二
〇
一
四
年
の
末
で
わ
ず
か
に
五
・
四
％
、
ま
た
女
性
の
監
査
役

の
構
成
員
の
割
合
は
一
八
・
四
％
で
は
る
か
に
均
整
の
と
れ
た
占
拠
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
全
部
で
一
六
〇
の
株
式
の
ド
イ
ツ
の
株
式

会
社
な
い
し
はK

GaA
s

、D
A

X

（
ド
イ
ツ
証
券
取
引
所
）、M
D

A
X

、SD
A

X

そ
し
てT

eeD
A

X

に
所
属
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、

監
査
役
会
に
お
け
る
女
性
割
当
は
、
平
均
し
て
、
一
九
・
五
七
％
で
取
る
に
足
ら
な
い
ほ
ど
高
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
役
員

会
の
女
性
比
率
は
ト
ッ
プ
二
〇
〇
の
会
社
と
同
様
に
そ
れ
自
体
の
水
準
を
占
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
ド
イ
ツ
証
券
取
引
所
の
三
〇
の
団
体
は
、
過
去
に
お
い
て
、
多
く
の
他
の
ド
イ
ツ
の
大
会
社
か
ら
指
導
的
な
地
位
へ
の
女
性
参
加

を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
証
券
取
引
所
の
三
〇
の
団
体
の
監
査
役
会
の
平
均
的
な
女
性
参
加
はGgT

EM
F

に
よ
っ

て
株
式
お
よ
び
同
等
の
決
定
に
参
加
し
た
団
体
が
実
施
し
た
性
割
当
三
〇
％
に
わ
ず
か
に
足
り
な
い
二
五
％
で
あ
る
、
そ
し
て
ま
た
役
員

会
の
に
お
け
る
女
性
の
代
表
は
、
ド
イ
ツ
証
券
取
引
所
の
三
〇
の
団
体
に
お
け
る
割
当
は
八
・
三
八
％
で
ド
イ
ツ
経
済
の
残
り
の
も
の
よ

り
も
幾
分
高
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
フ
ラ
ン
ス
や
北
欧
の
会
社
と
比
較
し
て
ド
イ
ツ
証
券
取
引
所
の
三
〇
の
団
体
は
な
お
明
白
に
差
を
縮

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
）
女
性
ク
オ
ー
タ
の
影
響（

（3
（

民
間
企
業
に
お
け
る
ク
オ
ー
タ
制
は
制
度
導
入
か
ら
ま
だ
間
も
な
い
た
め
、
そ
の
成
果
を
問
う
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
が
、「
監
査
役

に
お
け
る
女
性
」（“FidA

R

”）
と
い
う
団
体
の
作
成
し
た
指
標
を
も
と
に
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
こ
の
団
体
は
ド
イ
ツ
企
業



二
六

の
監
査
役
会
に
お
け
る
女
性
の
割
合
を
増
や
し
、
女
性
役
員
が
持
続
可
能
な
形
で
企
業
経
営
に
影
響
力
を
行
使
で
き
る
環
境
整
備
を
目
的

と
し
て
、
産
業
界
や
、
政
界
、
科
学
技
術
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
の
有
志
が
二
〇
〇
六
年
に
設
立
し
た
団
体
で
あ
る
。
こ
の
団
体
が

二
〇
一
六
年
に
連
邦
家
族
・
高
齢
者
・
女
性
・
青
年
省
か
ら
助
成
を
得
て
国
内
の
主
要
企
業
一
六
〇
社
と
四
一
二
の
公
的
機
関
を
対
象
と

し
た
監
査
役
会
と
取
締
役
会
に
お
け
る
女
性
役
員
の
実
態
調
査
を
実
施
し
た
。
一
六
〇
社
の
内
訳
は
ド
イ
ツ
（
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）
証
券
取

引
所
で
取
引
さ
れ
るD

A
X

銘
柄
の
主
要
企
業
三
〇
社
、D

A
X

構
成
銘
柄
に
次
ぐ
中
型
銘
柄
で
あ
るM

D
A

X

に
指
定
さ
れ
て
い
る

五
〇
社
、
小
型
株
のSD

A
X

五
〇
社
と
、
技
術
系
中
型
株T

eeD
A

X

の
銘
柄
三
〇
社
と
な
っ
て
い
る
。
調
査
は
質
問
用
紙
と
個
別
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
、
二
〇
一
一
年
一
月
の
数
値
と
二
〇
一
六
年
一
一
月
を
比
較
分
析
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。二

〇
一
六
年
一
一
月
時
点
で
一
六
〇
社
全
て
の
企
業
で
、
五
年
前
と
比
べ
て
監
査
役
会
の
女
性
割
合
は
増
加
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

D
A

X

銘
柄
の
上
場
企
業
五
〇
社
で
は
四
九
一
名
中
女
性
は
一
四
九
名
と
三
割
を
占
め
て
い
る
（
表
3
）。
取
締
役
会
の
女
性
役
員
割
合
も

二
〇
一
一
年
の
三
％
か
ら
六
・
五
％
へ
と
増
加
し
て
お
り
（
表
4
）、
女
性
役
員
が
皆
無
の
企
業
は
七
〇
社
か
ら
一
八
社
に
減
少
し
て
い
る
。

し
か
し
、
調
査
は
、
ま
た
、
数
値
上
で
の
女
性
役
員
比
率
の
増
加
は
必
ず
し
も
企
業
経
営
に
お
け
る
女
性
役
員
の
影
響
力
の
強
化
に
は
繋

が
っ
て
い
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。
監
査
役
会
を
構
成
す
る
影
響
力
の
あ
る
監
査
委
員
会
や
役
員
任
命
委
員
会
な
ど
で
は
女
性
は
依

然
と
し
て
少
数
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
最
大
の
権
限
が
集
中
す
る
最
高
経
営
委
員
会
で
の
女
性
比
率
は
一
三
・
四
％
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
女
性
役
員
比
率
三
〇
％
と
い
う
ク
オ
ー
タ
制
の
適
用
対
象
と
な
る
共
同
経
営
方
式
の
企
業
一
〇
五
社
の
調
査
で
は
、
女
性
役
員

の
比
率
が
、
二
七
・
六
％
（
株
主
代
表
一
三
・
三
％
と
従
業
員
代
表
一
四
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
女
性
役
員
ク
オ
ー
タ
制
実
施
の
先
進
企
業
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表3　上場企業監査役会に占める女性の割合

2016 年 11 月時点の役員数
2011 年 1 月 2016 年 11 月 役員総数 女性役員

総数平均値 10％ 25.9％ 1607 人 440 人
DAX 13.6％ 30.4％ 491 人 149 人
MDAX 8.8％ 26.3％ 600 人 158 人
SDAX 7.6％ 20.8％ 305 人 82 人
TeeDAX 8.6％ 24,1％ 211 人 51 人
出典　FidAR 2017.

表4　上場企業取締役会に占める女性の割合

2016 年 11 月時点の役員数
2011 年 1 月 2016 年 11 月 役員総数 女性役員

総数平均値 3.0％ 6.5％ 650 人 43 人
DAX 2.2％ 10.3％ 194 人 20 人
MDAX 1.9％ 3.9％ 206 人 8 人
SDAX 4.5％ 7.1％ 156 人 11 人
TeeDAX 4.7％ 4.2％ 94 人 4 人
出典　FidAR 2017.

表5　DAX、MDAX、SDAX銘柄企業の監査役3委員会に占める女性の割合

2016 年 11 月時点の役員数
2011 年 1 月 2016 年 11 月 役員総数 女性役員

監査委員会 6.9％ 17.1％ 556 人 95 人
役員指名委員会 7.9％ 14.8％ 337 人 50 人
最高経営委員会 8.4％ 13.4％ 291 人 39 人
出典　FidAR 2017.



二
八

と
し
て
は
、
女
性
役
員
比
率
四
〇
％
以
上
を
達
成
し
て
い
る
ア
マ
デ
ウ
ス
・
フ
ァ
イ
ア
ー
社
（
転
職
支
援
サ
ー
ビ
ス
）、
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

社
（
検
閲
業
）
や
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
等
が
あ
る
。
一
方
、
五
六
社
は
三
〇
％
と
い
う
数
値
を
未
達
成
の
た
め
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
全
て
の
企
業
が
執
行
役
員
な
ら
び
に
管
理
職
へ
の
女
性
の
登
用
に
関
す
る
目
標
設
定
を
行
っ

て
は
い
る
反
面
、
監
査
役
会
や
取
締
役
会
で
の
多
様
性
の
推
進
に
は
否
定
的
な
反
応
も
見
ら
れ
、
目
標
を
具
体
的
に
ど
う
達
成
し
て
行
く

か
の
過
程
で
は
企
業
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い
る
。

Ⅴ 

お
わ
り
に

我
が
国
で
は
第
三
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
二
〇
一
〇
年
策
定
）
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
一
つ
と
し
て
、「
実
効
性
の
あ
る
積
極

的
改
善
措
置
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
、
二
〇
〇
三
年
に
は
「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
、
指
導
的
地
位
に

女
性
が
占
め
る
割
合
が
、
少
な
く
と
も
三
〇
％
程
度
に
な
る
よ
う
期
待
」
す
る
と
い
う
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
こ
で
採
ら
れ
た

ゴ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
方
式
は
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
根
拠
法
に
基
づ
き
明
確
な
罰
則
規
定
を
伴
い
実
施
さ
れ
る
ク
オ
ー
タ

制
と
、
女
性
の
活
躍
を
支
援
す
る
た
め
の
研
修
や
家
庭
と
仕
事
と
の
両
立
支
援
の
充
実
を
図
る
穏
健
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
の

中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
施
策
で
あ
る
。

第
四
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に
お
い
て
さ
ら
に
新
し
い
成
果
目
標
が
作
ら
れ
た
。
今
日
本
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。（
令
和
二
年
七
月
三
一
日
時
点
の
最
新
値
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。）
こ
こ
で
興
味
が
あ
る
の
は
、
民
間
企
業
の
役
職
と
国
家
公
務
員
の
状

況
で
あ
る
。
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ま
ず
民
間
企
業
の
各
役
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
見
て
い
こ
う
と
思
う
。

目
標
値
（
期
限
）

計
画
策
定
時
の
数
値

最
新
値

係
長
相
当
職

二
五
％

（
平
成
三
二
年
）

一
六
・
二
％

（
平
成
二
六
年
）

一
八
・
九
％

（
令
和
元
年
）

課
長
相
当
職

一
五
％

（
平
成
三
二
年
）

九
・
二
％

（
平
成
二
六
年
）

一
一
・
四
％

（
令
和
元
年
）

部
長
相
当
職

一
〇
％
程
度

（
平
成
三
二
年
）

六
・
〇
％

（
平
成
二
六
年
）

 

六
・
九
％

（
令
和
元
年
）

上
場
企
業
役
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
、

目
標
値　

五
％
（
早
期
）
更
に
一
〇
％

（
平
成
三
二
年
）

計
画
策
定
時　

二
・
八
％

（
平
成
二
七
年
）

最
新
値　

五
・
二
％

（
令
和
元
年
）

で
あ
る
。
確
か
に
昇
進
や
役
員
は
増
え
て
い
る
が
、
緩
や
か
な
増
加
で
あ
る
。

も
う
一
つ
こ
の
法
律
に
は
公
務
員
に
つ
い
て
の
ク
オ
ー
タ
が
あ
る
の
で
こ
れ
も
日
本
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

国
家
公
務
員
採
用
試
験
か
ら
の
採
用
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
に
つ
い
て
は
、

目
標
値　

毎
年
度
三
〇
％
以
上

計
画
策
定
時　

三
一
・
五
％

（
平
成
二
七
年
四
月
一
日
）

最
新
値　

三
六
・
八
％

（
令
和
二
年
四
月
一
日
）



三
〇

ま
た
、
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
か
ら
の
採
用
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合
に
つ
い
て
も
、

目
標
値　

毎
年
度
三
〇
％
以
上

計
画
策
定
時　

三
四
・
三
％

（
平
成
二
七
年
四
月
一
日
）

最
新
値　

三
五
・
四
％

（
令
和
二
年
四
月
一
日
）

し
か
し
な
が
ら
、
今
ま
で
女
性
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
家
公
務
員
の
役
職
段
階
に
占
め
る
女
性
の
割
合
は
係

長
相
当
職
で
は
多
い
が
、
そ
れ
以
外
は
極
端
に
少
な
い
。

係
長
相
当
職
（
本
省
）

目
標
値　

三
〇
％

（
平
成
三
二
年
度
末
）

計
画
策
定
時　

二
二
・
二
％

（
平
成
二
七
年
七
月
）

最
新
値　

二
五
・
六
％

（
令
和
元
年
七
月
）

地
方
機
関
課
長
・
本
省
課
長
補

佐
相
当
職

目
標
値　

一
二
％

（
平
成
三
二
年
度
末
）

計
画
策
定
時　

 

八
・
六
％

（
平
成
二
七
年
七
月
）

最
新
値　

一
一
・
六
％

（
令
和
元
年
七
月
）

本
省
課
室
長
相
当
職

目
標
値　

 

七
％

（
平
成
三
二
年
度
末
）

計
画
策
定
時　

 

三
・
五
％

（
平
成
二
七
年
七
月
）

最
新
値　

 

五
・
三
％

（
令
和
元
年
七
月
）

指
定
職

目
標
値　

 
五
％

（
平
成
三
二
年
度
末
）

計
画
策
定
時　

 

三
・
〇
％

（
平
成
二
七
年
一
一
月
）

最
新
値　

 

四
・
二
％

（
令
和
元
年
七
月
）

抵
抗
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
し
、
確
実
に
数
値
は
増
え
て
は
い
る
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
達
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
で
あ
ろ

う
。早

期
に
確
実
に
男
女
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
の
採
っ
て
い
る
よ
う
な
ク
オ
ー
タ
制
を
採
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
に
は
Ｅ
Ｕ
の
四
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
法
が
で
き
た
影
響
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
ド
イ
ツ
が
ク
オ
ー
タ
法
を
可
決
し
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た
時
の
議
会
の
女
性
議
員
比
率
は
衆
議
院
三
一
・
一
七
％
、
参
議
院
三
九
・
二
三
％
で
あ
る
。
日
本
の
衆
議
院
の
女
性
比
率
は
九
・
九
％
で

世
界
一
六
七
位
、
参
議
院
で
も
二
七
・
九
％
で
あ
る
。
果
た
し
て
民
主
主
義
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
国
会
議
員
の

候
補
者
に
つ
い
て
の
女
性
の
割
合
と
同
等
と
す
る
と
い
う
法
律
は
通
っ
た
が
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙
で
も
候
補
者
に
占
め
る
女

性
の
割
合
は
二
八
・
一
％
に
過
ぎ
な
い
。
と
て
も
女
性
の
た
め
の
法
案
を
通
す
基
盤
が
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
世

界
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
お
い
て
ド
イ
ツ
は
一
二
位
で
あ
る
が
、
日
本
は
一
五
三
か
国
中
一
二
一
位
で
あ
る
。
日
本
に
は
男
尊
女

卑
、
性
別
役
割
分
担
の
意
識
が
根
付
い
て
お
り
、
男
女
雇
用
均
等
法
は
で
き
た
が
、
終
身
雇
用
制
、
年
功
序
列
は
慣
行
と
し
て
企
業
に
根

付
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
監
査
役
制
が
あ
る
わ
け
で
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
上
場
企
業
の
役
員
を
三
〇
％
に
す
る
に
は
何
年
か
か

る
で
あ
ろ
う
か
。
客
観
的
に
「
期
待
す
る
」
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
日
本
に
お
け
る
男
女
平
等
は
実
現
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）
髙
田
敏
・
初
宿
正
典
編
訳
『
ド
イ
ツ
憲
法
集
（
第
七
版
）』（
信
山
社
、
二
〇
一
六
年
）

（
2
）
広
渡
清
吾
『
統
一
ド
イ
ツ
の
法
変
動
』
二
七
九
─
二
八
〇
頁
（
有
信
堂
、
一
九
九
六
年
）BT

-D
rs. 12/6000. S.49

─52.

（
3
）
割
当
制
に
つ
い
て
は
、
井
上
亜
紀
「
割
当
制
（Q

uote

）
と
平
等
原
則
─
ボ
ン
基
本
法
下
の
議
論
を
中
心
と
し
て
」
九
大
法
学
六
七
号
四
三
─

九
〇
頁
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
積
極
的
平
等
施
策
と
基
本
法
三
条
二
項
の
改
正
─
割
当
制
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
」
大
阪
学
院
大
学
法
学

研
究
二
七
巻
一
号
四
九
─
七
四
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）

（
4
）
Ｅ
Ｕ
欧
州
連
合
は
、
欧
州
連
合
条
約
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
共
同
体
で
あ
る
。
欧
州
連
合
条
約
二
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定

す
る
。
連
合
は
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
経
緯
、
自
由
、
民
主
主
義
、
平
等
、
法
の
支
配
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
権
利
を
含
む
人
権
の
尊
重

と
い
う
価
値
観
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
念
は
多
元
的
共
存
、
無
座
別
、
寛
容
、
正
義
、
結
束
、
男
女
の
平
等
が
普
及
す
る

社
会
に
お
い
て
、
加
盟
国
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
欧
州
経
済
共
同
体
設
立
発
行
時
の
六
カ
国
か
ら
二
〇
一
三
年
の
ク
ロ
ア
チ
ア
加
盟
に
よ
り

二
八
カ
国
ま
で
増
え
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
が
脱
退
し
た
の
で
現
在
は
二
七
カ
国
で
あ
る
。

（
5
）
柴
山
恵
美
子
・
中
曽
根
佐
織
『
Ｅ
Ｕ
の
男
女
平
等
政
策
』
一
三
八
─
一
四
二
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。
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（
6
）Council D

irective75/117/EEC of 10 February 1975 on the approxim
ation of the law

s of the M
em

ber States relating to 
the application of the principle of equal pay for m

en and w
om

en

こ
の
理
事
会
司
令
の
条
文
は
、
柴
山
恵
美
子
・
中
曽
根
佐
織
『
Ｅ
Ｕ

男
女
均
等
法
・
判
例
集
』
八
四
─
八
六
頁
（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

（
7
）Council D

irective 76/207/EEC of 9 February 1976 on the im
plem

entation of the principle of equal treatm
ent for m

en 
and w

om
en as regards access to em

ploym
ent., vocational training and prom

otion, and w
orking condition　

柴
山
恵
美
子
・
中

曽
根
佐
織
前
掲
注（
7
）
八
七
─
九
一
頁
。

（
8
）
斎
藤
純
子
「
ド
イ
ツ
の
男
女
平
等
政
策
（
1
）」
レ
フ
ェ
レ
ン
ス
五
六
四
号
九
六
頁
以
下
参
照
（
一
九
八
八
年
）。

（
9
）
斎
藤
純
子
「
ド
イ
ツ
の
男
女
共
同
参
画
政
策
─
ド
イ
ツ
の
公
務
部
門
に
お
け
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」『
世
界
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
と
男
女
共
同
参
画
』
二
一
三
─
二
一
四
頁
（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
連
邦
法
、
ラ
ン
ト
法
に
つ
い
て
は
、Schiek/D

ieball/
H

orstkotter/Seidet/V
ieten/W

ankel Frauengleichstellungsgsetze des Bundes und Lander K
om

m
entara fur die Praxis zum

 
Bundesgleichstellungsgesetz und den Gleichstellungsgesetzen, Gleichberechtigensgesetzen und Frauenfordergesetzen der 
Lander 2. A

uflage 2002 Bund-V
erlag Gm

bH
, 

斎
藤
・
前
掲
書
二
三
三
─
二
三
七
頁
に
ラ
ン
ト
法
が
表
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）BV

erfGE85, 191. 

青
柳
幸
一
「
女
性
労
働
者
の
深
夜
労
働
を
禁
止
す
る
規
定
の
合
憲
性
─
深
夜
労
働
禁
止
事
件
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
（
第

二
版
）』
九
八
─
一
〇
二
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
11
）V

gl. H
ans-Joachim

 M
engel, Frauenquote und M

assnahm
en ”positiver D

iskim
inierung“ und Grundgesetz, Ja1982. S 530

─

538.

（
12
）
第
二
次
同
権
法
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
順
子
、「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
女
性
の
た
め
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
立
法
」『
外
国
の
立
法
』

三
三
巻
四
号
、
八
二
─
八
五
頁
、「
第
二
次
男
女
同
権
法
の
制
定
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』
四
一
七
号
七
四
─
七
六
頁
、
広
渡
清
吾
『
統
一
ド
イ

ツ
の
法
変
動
』
二
八
六
─
二
九
四
頁
（
有
信
堂
高
文
社
、
一
九
九
六
年
）
等
。
条
文
に
つ
い
て
はD

ogum
a/Shiek/

前
掲
書
注（
11
）
八
二
─
一

〇
四
。
参
照
。
な
お
、
第
二
次
男
女
同
権
法
と
い
う
名
称
は
、
一
九
五
七
年
の
婚
姻
関
係
法
の
改
正
を
中
心
と
す
る
第
一
次
男
女
同
権
に
次
ぐ
も

の
と
し
て
つ
け
ら
れ
た
。

（
13
）
基
本
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
純
子
、
前
掲
論
文
注（
14
）
八
一
─
八
二
頁
、
広
渡
清
吾
前
掲
書
注（
14
）
二
六
五
頁
、
二
七
九
─
二
八
〇
頁
。

審
議
過
程
に
つ
い
て
はBT

-D
rs. 12/6000. S49

─51

参
照
。
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ド
イ
ツ
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私
企
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お
け
る
三
〇
％
女
性
ク
オ
ー
タ
（
有
澤
）

（
14
）
斎
藤
純
子
、
前
掲
注（
11
）
二
一
二
─
二
一
三
頁
参
照
。

（
15
）W

infried Brohm
, Sociale Grundrechete und Staatszielbestim

m
ungen inder V

erfassung S..213ff 

大
橋
洋
訳
「
社
会
的
基
本
権

と
憲
法
に
お
け
る
国
家
目
標
設
定
」』
自
治
研
究
』
七
〇
巻
五
号
五
九
─
七
三
頁
、
七
〇
巻
七
号
二
九
─
三
九
頁
特
に
三
五
─
三
七
頁
（
一
九
九

四
年
）

（
16
）M

artin K
riele, U

ber jedenGrundgesetzartukel einzeln abstim
en, FA

Z von 21. 12. 1993 S7. 

広
渡
清
吾
、
前
掲
書
注（
14
）
二
八

二
頁
。

（
17
）Suzanne Bear, Objektiv. nurtralgerecht? Fem

inistische Rechtsw
issennshaft am

 Beisiel seulier Diekeim
inierung im

 Erw
cbsicben, 

keilV
 2/1994 s.164

─165 

広
渡
清
吾
、
前
掲
書
注（
14
）
二
八
三
頁
。

（
18
）K

ckhard K
alanke v. Freie H

ansestadt Brem
en

（case C

─450/93

）［1995

］ （E.C.R

）. I

─3051 at 3069

─3080

（CEC

）I208 at 
220

─223; N
JW

 1995, 3109. 
拙
稿
「
公
職
に
お
け
る
女
性
優
遇
規
定
とeC

均
等
待
遇
指
令
─
カ
ラ
ン
ケ
判
決
を
中
心
に
」
世
界
人
権
問
題
研

究
セ
ン
タ
ー
紀
要
三
号
一
─
二
九
頁
（
一
九
九
八
年
）、
柴
山
恵
美
子
・
中
曽
根
佐
織
『
Ｅ
Ｕ
男
女
均
等
法
・
判
例
集
』
二
五
八
─
二
六
〇
頁
（
日

本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
浅
倉
む
つ
子
「
Ｅ
Ｕ
／
Ｅ
Ｃ
［『
諸
外
国
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
』
二
二
─
二
五
頁
（
東
京
女
性
財

団
一
九
九
六
年
）
大
藤
紀
子
「
欧
州
（
Ｅ
Ｕ
）
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
政
策
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」『
世
界
の
ポ
ジ
テ
フ
ィ
ブ
ア
ク

シ
ョ
ン
と
男
女
共
同
参
画
』
六
一
─
六
二
頁
（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
斎
藤
純
子
「
ド
イ
ツ
の
男
女
共
同
参
画
政
策
」
世
界
の
ポ
ジ

テ
フ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
と
男
女
共
同
参
画
］
二
七
頁
（
東
北
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
拙
稿
「
公
的
分
野
へ
の
割
当
制
の
導
入
─
女
性
に
対

す
る
優
遇
措
置
の
必
要
性
と
憲
法
適
合
性
」『
憲
法
の
既
判
力
と
憲
法
裁
判
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
二
五
─
一
三
〇
頁
参
照
。

（
19
）
二
条
一
項
は
均
等
待
遇
の
原
則
は
「
直
接
的
に
ま
た
は
間
接
的
に
性
を
理
由
に
し
て
い
か
な
る
差
別
も
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
直
接

差
別
の
み
な
ら
ず
間
接
差
別
も
禁
じ
て
い
る
。

　
　
　

二
条
四
項
は
「
特
に
女
性
の
機
会
に
影
響
を
及
ぼ
す
現
存
す
る
不
平
等
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女
の
均
等
な
機
会
を
促
進
す
る
た
め

の
措
置
を
妨
げ
る
も
の
で
な
い
」
と
規
定
す
る
。

（
20
）H

ellm
ute N

arshallv. Lam
d N

ordleein W
estfalen （Case C-409/95

）［1997

］ECR 6363.

　
　
　

拙
稿
「
カ
ラ
ン
ケ
判
決
以
降
の
女
性
優
遇
規
定
とEC

均
等
待
遇
指
令
─
マ
ル
シ
ャ
ル
判
決
を
中
心
に
」
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

四
号
（
一
九
九
九
年
）
柴
山
・
中
曽
根
、
前
掲
注（
18
）
二
六
〇
─
二
六
三
頁
、
大
藤
、
前
掲
注（
18
）
六
二
─
六
三
頁
。
斎
藤
前
掲
注（
18
）
二



三
四

二
七
─
二
二
八
頁
、
拙
稿
前
掲
書
注
一
三
〇
─
一
三
三
頁
等
参
照
。

（
21
）Georg Badeck and O

thersv. H
essisheM

inisterprasident, Landesanw
alt beim

 Staatgerichtshof des Landes H
essen 

（Case 
C

─158/97

）［2000

］ECR1875.

　
　
　

柴
山
・
中
曽
根
前
掲
注（
18
）
二
六
三
─
二
六
八
頁
、
大
藤
前
掲
注（
18
）
六
三
─
六
五
頁
、
斎
藤
前
掲
注（
18
）
二
二
八
頁
等
、
拙
稿
前
掲
書

注（
18
）
一
三
三
─
一
三
七
頁
参
照
。

（
22
）EU

 M
A

G 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
か
け
るEU

 P. art1　

http://eum
ag.jp/feature/b0814/1

（
23
）
男
女
と
も
に
四
〇
％
以
上
の
場
合
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
（
男
女
平
等
で
あ
る
）
と
い
う
。
北
欧
の
男
女
に
対
す
る
考
え
方

を
基
に
し
て
い
る
。

（
24
）EU

 M
A

G 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
か
け
るEU

 Part2　

http://eum
ag.jp/feature/b0814/2

（
25
）
欧
州
委
員
会
は
、
Ｅ
Ｕ
の
行
政
執
行
機
関
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
管
理
職
、
一
般
職
の
女
性
比
率
を
見
て
み
る
。
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一

日
時
点
で
、」
総
局
長
、
副
総
局
長
と
い
っ
た
上
級
管
理
職
層
で
は
、
二
七
・
二
％
、
部
課
長
に
当
た
る
中
間
管
理
職
層
で
は
、
二
八
・
七
％
、

一
般
職
は
四
二
・
七
％
に
な
っ
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
に
お
け
る
女
性
比
率
の
向
上
は
、
他
の
組
織
に
比
べ
良
好
に
推
し
て
い
る
。
各
加
盟
国
か

ら
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
欧
州
委
員
（
閣
僚
相
当
）
に
つ
い
て
二
〇
〇
九
年
に
委
員
を
決
め
る
際
の
ジ
ョ
ゼ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
バ
ロ
ー
ゾ
委
員
長
の

強
い
要
望
に
よ
り
九
人
の
女
性
が
委
員
比
率
三
三
％
を
達
成
し
て
い
る
。

（
26
）
「
上
場
会
社
の
非
業
務
執
行
役
員
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
と
関
連
措
置
の
促
進
に
関
す
る
指
令
案
」CO

M
 

（2012

）614, Final, 
14/11/2012/299 （CO

D

）.

（
27
）
欧
州
理
事
会
（
Ｅ
Ｕ
首
脳
会
議
）
を
構
成
す
る
加
盟
国
の
首
脳
（
首
相
も
し
く
は
大
統
領
）
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
二
〇
一
四
年
八
月
現
在
、
ド

イ
ツ
の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ダ
リ
ャ
・
ク
リ
バ
ウ
ス
カ
イ
テ
大
統
領
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ヘ
レ
・
ト
ー
ニ
ン
グ
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
首
相
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
ア
レ
ン
カ
・
ブ
ラ
ト
ゥ
シ
ェ
ク
首
相
の
四
人
だ
け
で
あ
る
。

（
28
）
監
査
役
会
の
「
労
働
者
代
表
」
に
は
、「
従
業
員
代
表
」
と
「
労
働
組
合
代
表
」
を
含
み
、
合
計
人
数
は
企
業
規
模
に
よ
り
異
な
る
。
例
え
ば
、

従
業
員
規
模
二
〇
〇
〇
人
超
〜
一
万
人
の
企
業
の
場
合
、
監
査
役
会
は
一
二
人
で
、
株
主
代
表
が
六
人
、
労
働
者
代
表
が
六
人
（
従
業
員
代
表
四

人
、
労
働
組
合
代
表
二
人
）
と
い
う
構
成
が
一
般
的
で
あ
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
は
労
働
者
組
織
が
「
従
業
員
代
表
委
員
会
」
と
「
労
働
組
合
」
の

二
重
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
事
業
所
内
の
従
業
員
利
益
を
代
表
す
る
「
従
業
員
代
表
委
員
会
」
と
、
産
別
を
中
心
に
企
業
外
で
活
動
す
る
「
労
働
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澤
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組
合
」
と
は
法
的
に
は
別
個
の
組
織
で
あ
る
。

（
29
）
家
族
・
高
齢
者
・
女
性
・
青
少
年
省
、
教
育
研
究
省
、
経
済
労
働
省
、
交
通
建
設
住
宅
省
の
四
省
と
ド
イ
ツ
使
用
者
連
盟
、
ド
イ
ツ
産
業
連
盟
、

ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
、
ド
イ
ツ
手
工
業
中
央
連
盟
の
四
経
済
団
体
、
そ
の
後
省
庁
再
編
に
よ
り
協
定
の
政
府
側
当
事
者
は
現
在
五
省
。

（
30
）
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構　

女
性
ク
オ
ー
タ
法
、
成
立
（
ド
イ
ツ
：
二
〇
一
五
年
六
月
）　https://w

w
w

,jil.go.jp/foreign/
jihou/2015/06/germ

any_01

（
31
）H

ohenstatt/Seibt Geshlechter- und Frauenquoten in der Pruvatw
irschft S. 1

─28.

　
　
　

ZIP Praxixbuch 2015 RW
S V

erlag K
om

m
unikationrorum

 Bm
bH

.

（
32
）V

gl. Boll/Ldppin, W
ieshaftsdienst 2015, 249ff.

（
33
）BGBl I 2015 S. 642.

（
34
）K

oaltionvertrag fur die 18. Lefislaturperiode （2013

）S. 72.

（
35
）So das vom

 Gesetzgeber m
it dem

 GgT
FM

F ausdrucklich verfolgte Ziel, vgl. Begr. RegE, BR-D
rucks, 636/14 S. 2, 46.

（
36
）
越
智
方
美
（
国
立
女
性
敎
育
会
館
研
究
国
際
室
専
門
職
員
）
第
一
〇
章
「
意
思
決
定
の
場
に
女
性
の
声
を
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
女
性
役
員
ク

オ
ー
タ
の
事
例
」
一
六
五
─
一
六
八
頁
。

（
大
阪
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）




